
断る勇気、減らす努力、ごみを出さないエコな生活 

常滑市では、１人１日当たりの家庭ごみ排出量４５０ｇを目標としています。 

【お問い合わせ】生活環境課 ０５６９－４７－６１１５ 
 

 

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

回覧 

『リフューズ リデュース リユース リサイクル』 
断わる 減らす 繰り返し使う 資源化する 

４Ｒ通信（第 74 号）

 

３０１０運動にご協力ください！ 

「3010 運動」とは、宴会の最初の 30 分、最後の 10 分は自分の席で食事をするよう

心掛け、食べ残しを減らす運動です。宴会では食べ残しが発生しがちですので、ぜひ

次の宴会からはじめてみてください。 

最初の 30 分は食事を楽しみましょう。 

宴会のはじめは、出来たての料理を楽しむことができます。 

温かい料理は温かいうちに、冷たい料理は冷たいうちに、一番おいしい

状態でいただきましょう。 

 

宴会での最後の 10 分は食事を食べきる時間にしましょう。 

自分の席を離れて会話や出し物を楽しんでいる間に料理が提供されている

かもしれません。 

出された料理は最後まで食べきり、食品ロスを減らしましょう。 

 

宴会では最初と最後に声かけを行い、食事の時間を作りましょう。 

また、参加者の状況に合わせ、適切な量の食事を注文しましょう。 

食べ残すほど注文してしまうと、予算も無駄になってしまいます。 

日本では年間約 500 万トン余りの食品ロスが発生しています。 

少しでも捨てられる食品を減らせるようご協力をお願いします。 

①最初の 30 分 

②最後の 10 分 

③幹事の方へ 

 



⇒もえるごみへ 

⇒透明または半透明の袋に入れ、

集積場の黒い網の袋に出す。 

※集積場はもえないごみ・資源物

と同じ場所です。 

正しく分別すれば、資源化できるものもあります。 

資源物として出すことで、もえるごみを減らしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

iPhone Android

各ストアより「さんあ～る」で検索するか、 

右の QR コードを読み込んだ先からダウンロードできます。 

※アプリ利用料は無料ですが、通信費はご負担ください。 

ごみ分別アプリ スマートフォン・タブレットからごみの分別方法や

収集日が確認できます。 

プラスチック製容器包装の種類 

食品のパックや発泡スチロール等、身の回りにはたくさんのプラスチック製容器包装があり

ます。それらをすべてもえるごみにするのではなく、分別し資源として再利用しましょう。 

プラスチック製容器包装として出せるもの 

カップ・パック・トレイ類 
ボトル類 ふた・キャップ類 発砲スチロール 

フィルム・ラップ・ケース類 

外包装 

フィルム 
袋・ネット類 

プラスチック製容器包装として出せないもの 

プラスチック製容器包装として出せるものにはこのマークがついています。 

プラスチック製品 

（マークのついていないもの） 

プラスチック製のバケツ・歯ブラシ・CD などの容器包装

ではないもの。 

プラスチック製でも、このマークがついていません。 

プラスチック製容器包装でも、油などの汚れが洗っても取

れないもの。汚れていると資源化できないのでプラスチッ

ク製容器包装としては出せません。 

汚れがとれないもの 


